ｒ　いｗｒ保護者による評価の推測
職員による自己評価の推測
　令和７年度　　　　　　　　
事業所自己評価シート　　　　　　　　
Ａ環境面
実際に事業所内を見る機会が少ないこともあり、「わからない」の回答が多くみられた。
Ｂ児童への支援内容
「はい」という回答を多くいただいている。
Ｃ事業所からの情報発信
SNSでの情報の発信を見ている方が多く、「はい」という回答をいただいている。
Ｄ非常対応
「はい」の回答が多い。
・Ａ環境面
物理的な課題は特に問題なく感じているが、個別の部屋等、物理的に用意してある環境に対して「いいえ」の回答があった。
・Ｂ児童への支援内容
支援終了後の打ち合わせを当日に行う事が少ない為、「いいえ」の回答が多い。
非常勤の方にも支援内容を共有する事が多いので、「わからない」という回答が減っている。
・Ｃ関係機関との連携
地域の放課後等デイサービスやケアプラザなどと合同でイベントを行ったりしているが、多くはない為、「いいえ」の回答が多い。
・Ｄ保護者への説明責任・信頼関係
連絡を密に取り合い、信頼関係を築けている為、「はい」の回答が多い。
・Ｅ非常対応
規定の回数行い、防災センター等で、児童も含め防災講習を受講している為、「はい」の回答が多い。

























事業所内での分析

【共通点】
保護者様へ直接共有している事柄やSNSを用いて情報を発信している事柄に関しては、事業所の認識と相違なく、よく理解していただけていると考えている。
【相違点】
事業所内での状況や活動をする場面を見ていただく機会が少ない為、「わからない」の回答が増えていると感じる。



























分析・検討してみて…



事業所の強み
事業所の改善点
事業所で行っている活動や情報の共有が不十分な可能性があり、見直しを検討する必要を感じている。
事業所内で活動をしている様子の画像や動画を、SNSまたは、手紙にて発信をしていく。
個別支援計画を作成する面談時に、保護者様と直接お話しさせていただく機会が設けられていることについて、とても評価していただいている。
SNSでの発信を以前より多くの方に見ていただいており、良い評価をいただいている。
地域の関係機関との繋がりを持ち、毎年交流を介したイベントを行っている。















定期的に行っている地域との交流イベントやきょうだいじの会での活動以外にも、今後活動の幅を増やす検討を行う。
日頃の活動を取り上げた通信を配布しているが、現在配布回数が少ない。発行数を増やし、SNS以外での情報の発信を強化していく。
事業所の改善への取り組み











～自己評価を行っての事業所としての感想など～
事業所で行っている活動に関して、保護者の方にうまく周知が出来ていない部分が多く感じられました
社内で取り組んでいる内容を、職員間ですべて共有出来ていないということがわかりました。
児童への支援等、良い評価をいただき、ありがたく思っています。
多くの方から、コメントで暖かい言葉をいただき、やりがいを感じると共に、
さらにより良い支援をしていけるよう、今後も改善していければと思います。









　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名　　Be-NEXT岸根　　　　　　　　　　　　
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